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はじめに 
このハンドブックは、宅建士試験の合格を目指すすべての方、特にこれから学習を始める初学者の

方に向けて作成されました。試験の全体像から、具体的な学習戦略、そして合格後のキャリアパス

まで、合格に必要な情報を網羅的に解説します。アガルートアカデミーが培ってきた指導ノウハウを

結集したこの一冊が、あなたの合格、そしてその先のキャリアを切り拓くための一助となることを心か

ら願っています。 

第1部：宅建士試験の全体像と学習の基本戦略 
1. 宅建士とは 
宅地建物取引士（たくちたてものとりひきし）、通称「宅建士」は、不動産取引の公正を確保し、購入

者等の利益を保護するために設けられた国家資格です。不動産の売買や賃貸の仲介といった取引



において、お客様に対して法律に基づいた重要事項の説明を行うことは、宅建士だけに認められた

独占業務です。 

不動産業界では必須の資格として高く評価されており、多くの企業が資格手当を支給するなど、その

重要性は揺ぎないものとなっています。宅建士資格を取得することは、不動産の専門家であることの

証明であり、お客様からの信頼を得るための第一歩です。 

キャリアパスは多岐にわたり、不動産仲介、デベロッパー、金融機関の不動産担保部門、建設会社

など、様々な業界で活躍の場があります。経験を積んで独立開業する道も開かれており、年齢に関

わらず生涯にわたって専門性を活かせる、将来性の高い資格と言えるでしょう。 

2. 宅建士試験の概要 
●​ 受験資格: 年齢、学歴、国籍などの制限はなく、どなたでも受験できます。 
●​ 試験日: 年に1回、例年10月の第3日曜日に実施されます。 
●​ 申込期間: 例年7月1日から7月31日までです。 
●​ 合格発表: 例年11月下旬から12月上旬頃です。 
●​ 合格基準: 宅建士試験は相対評価の試験であり、合格ラインは毎年変動します。おおむね

**50問中35問前後（得点率70%）**の正解が合格の目安となります。科目ごとの最低得点
基準（足切り）はありません。 

【近年の試験結果】 

年度 申込者数 受験者数 合格者数 合格率 合格点 

令和5年 289,096人 233,276人 40,025人 17.2% 36点 

令和4年 283,857人 226,048人 38,525人 17.0% 36点 

令和3年(12月) 36,988人 24,965人 3,892人 15.6% 34点 

令和3年(10月) 256,704人 209,749人 37,579人 17.9% 34点 

令和2年(12月) 55,123人 35,261人 4,610人 13.1% 36点 



令和2年(10月) 204,250人 168,989人 29,728人 17.6% 38点 

※令和2年度と3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により試験が2回に分けて実施されまし
た。 

3. 試験科目と配点 
試験は全50問、四肢択一のマークシート形式で出題されます。大きく分けて以下の4分野で構成さ
れています。 

分野 科目 出題数 

権利関係 民法、借地借家法、区分所有法、不動産登記法 14問 

宅建業法 宅地建物取引業法 20問 

法令上の制限 都市計画法、建築基準法など 8問 

税・その他 不動産取得税、固定資産税、不動産鑑定評価基準など 8問 

この中で、**最重要科目は「宅建業法」**です。全50問中20問と、配点が最も大きいだけでなく、比
較的学習しやすく高得点が狙える分野だからです。宅建業法でいかに得点を稼げるかが、合否を直

接左右します。 

各科目の学習内容 
●​ 権利関係（民法など）: 契約、所有権、相続、抵当権といった、不動産取引の根幹となる法律
のルールを学びます。範囲が広く難解な分野ですが、すべての法律の基礎となる重要な科

目です。 
●​ 宅建業法: 不動産業者が守るべきルール（免許、広告、契約など）を学びます。暗記が中心と
なりますが、条文がそのまま出題されることも多く、学習した分だけ点数に結びつきやすい得

点源です。 
●​ 法令上の制限: 安全で快適な街づくりのためのルール（用途地域、建ぺい率、容積率など）を
学びます。聞き慣れない専門用語や数字が多く、苦手意識を持つ受験生が多い分野です。 

●​ 税・その他: 不動産を取得・保有・売却した際にかかる税金や、不動産の価格、土地・建物の



基礎知識について学びます。出題範囲が広く深追いしにくい分野ですが、頻出論点に絞って

効率よく学習することが重要です。 

4. 合格に向けた学習戦略の要点 

学習時間と基本サイクル 
合格に必要な学習時間は、一般的に300時間〜400時間が目安とされています。しかし、重要なの
は時間数そのものではなく、その質です。 

合格への最短ルートは、「インプット（講義・テキスト）」と「アウトプット（過去問演習）」のサイクルを、

いかに高速で繰り返すかにかかっています。講義を聴いて知識をインプットしたら、すぐに該当範囲

の過去問を解いてアウトプットする。この繰り返しによって、知識は単なる「情報」から、問題を解くた

めの「使える武器」へと変わっていきます。 

科目別の攻略法 
●​ 権利関係: 深追い禁物。まずは基本的なルールを理解することに徹し、頻出論点の過去問を
繰り返し解くことで、合格に必要な最低限の得点を確保する戦略が有効です。 

●​ 宅建業法: 満点を目指す最重要科目。テキストを隅々まで読み込み、過去問は完璧に仕上
げましょう。細かい数字やひっかけ問題に注意が必要です。 

●​ 法令上の制限: 暗記が中心。特に数字の要件は、語呂合わせなどを活用して効率的に覚え
ましょう。似たような制度を混同しないよう、表などで整理しながら学習すると効果的です。 

●​ 税・その他: コストパフォーマンスを意識。出題範囲が広いので、頻出分野に絞って学習しま
す。特に不動産に関する税金（所得税、固定資産税、不動産取得税、印紙税、登録免許税）

は確実に押さえましょう。 

近年の出題傾向と応用力の強化 
近年の宅建士試験では、単に条文を暗記しているだけでは正解できない、具体的な事例に基づいた

「現場思考型」の問題や、複数の知識を組み合わせないと解けない「応用問題」が増加しています。 

このような問題に対応するためには、過去問演習を通じて「なぜ、そうなるのか？」という理由付け

（ロジック）を常に意識する学習が不可欠です。一つの知識を学ぶ際にも、その背景にある制度趣旨

や関連する他の論点まで視野を広げることで、未知の問題にも対応できる真の「応用力」が養われ

ます。 

第2部：合格へ導く学習カリキュラム戦略 
入門総合講義 

●​ 役割・獲得目標:​
宅建士試験の全範囲の土台を築く、学習の根幹となる講座です。法律初学者が挫折しがち

な専門用語や複雑な概念を分かりやすくかみ砕き、試験全体の骨格をインプットすることを

目的とします。まずは「何が問われるのか」の全体像を把握し、合格に必要な知識の基礎を

固めます。 



●​ 効果的な学習法:​
最初から100%の理解を目指す必要はありません。まずは肩の力を抜き、講義を最後まで聴
き通すことを最優先しましょう。途中で分からない部分があっても立ち止まらず、先に進むこ

とが大切です。全体像を掴んだ後の2周、3周目で、徐々に理解が深まっていきます。講義を
聴いた直後に、該当範囲の基本的な過去問に触れておくと、「学んだ知識がこう問われるの

か」という感覚が掴め、記憶の定着に繋がります。 

過去問解説講座 
●​ 役割・獲得目標:​
インプットした知識を「得点力」に変えるための橋渡しとなる講座です。宅建士試験で過去に

出題された問題を解き、その解説を通じて、出題のパターン、問われる角度、選択肢の作り

方などを体感的に学びます。知識の曖昧な点を明確にし、確実なアウトプット力を養成するこ

とが目標です。 
●​ 効果的な学習法:​
必ず「まず自力で問題を解き、その後で解説を視聴する」という手順を守りましょう。間違えた

問題はもちろん、正解した問題の解説もしっかりと聴くことが重要です。なぜその選択肢が正

しく、他の選択肢がなぜ誤りなのか、その根拠を自分の言葉で説明できるレベルを目指しま

しょう。解説で触れられた周辺知識や関連論点は、テキストに戻って確認する習慣をつける

と、知識が立体的になります。 

択一解法テクニック講座 
●​ 役割・獲得目標:​
知識だけでは正解にたどり着きにくい問題や、判断に迷う問題を攻略するための「武器」を身

につける講座です。消去法、キーワードへの反応、問題文の読み解き方など、時間内に正確

な解答を導き出すための実践的なテクニックを習得します。1点を争う本試験で、ライバルと
差をつけるための得点力アップが目標です。 

●​ 効果的な学習法:​
講義で学んだテクニックは、聴くだけでなく「意識して使う」ことが大切です。日々の過去問演

習の中で、様々な解法テクニックを試し、自分に合ったスタイルを確立していきましょう。繰り

返し実践することで、本番では無意識にテクニックを繰り出せるようになります。 

宅建業法逐条ローラーインプット講座 
●​ 役割・獲得目標:​
試験の最重要科目であり、得点源である「宅建業法」の知識を完璧に仕上げるための専門

講座です。条文を一つひとつ丁寧に読み解き、関連する過去問とセットでインプットすること

で、知識の穴を徹底的に潰します。目標は、宅建業法で満点を取れる盤石な実力を養成す

ることです。 
●​ 効果的な学習法:​
入門総合講義で宅建業法の全体像を学んだ後に受講するのが効果的です。細かい数字の

要件や適用場面など、曖昧になりがちな部分を正確に記憶することを意識しましょう。イン

プットとアウトプットを同時に行う講座なので、講義に集中して取り組むだけで、自然と知識が



定着していきます。 

過去問答練 
●​ 役割・獲得目標:​
実際の試験と同じ形式（50問2時間）で問題を解くことで、本番での戦い方をシミュレーション
する訓練です。時間配分の感覚を養い、集中力を持続させる練習をするとともに、自分の弱

点分野を客観的に洗い出すことを目的とします。 
●​ 効果的な学習法:​
必ず時間を計り、本番同様の緊張感を持って取り組みましょう。解き終わった後は、点数に

一喜一憂するのではなく、間違えた問題の「原因分析」を徹底的に行います。「単なる知識不

足」なのか、「問題文の読み間違い」なのか、「ケアレスミス」なのかを明確にし、次の学習に

活かすことが最も重要です。 

民法判例問題攻略講座 
●​ 役割・獲得目標:​
難解で対策が立てにくいとされる「権利関係（民法）」の中でも、特に近年増加傾向にある判

例からの出題に対応する力を養う講座です。複雑な事案を整理し、裁判所の判断（結論）と

その理由付けを理解することで、未知の判例問題にも対応できる応用力を身につけます。 
●​ 効果的な学習法:​
登場人物や権利関係を簡単な図に書き起こしながら事案を整理する癖をつけましょう。単に

結論を暗記するのではなく、「なぜ、このような結論になったのか」という理由付け（ロジック）

を理解することが応用力に繋がります。 

総まとめ講座 
●​ 役割・獲得目標:​
試験直前期に、膨大な試験範囲の中から「合格に不可欠な最重要論点」だけを凝縮してス

ピーディーに総復習する講座です。知識の抜け漏れを最終チェックし、科目間の横断的な視

点から知識を再整理することで、記憶を確実なものにします。 
●​ 効果的な学習法:​
これまで使い込んできたテキストや過去問集を傍らに置き、講義で指摘された箇所をマーキ

ングするなど、情報を一元化しながら受講すると効率的です。この講座で改めて浮き彫りに

なった苦手分野を、本試験までの残り時間で集中的に潰していきましょう。 

直前答練・模擬試験 
●​ 役割・獲得目標:​
本試験と全く同じ形式・レベルの予想問題に取り組む、最終リハーサルです。法改正や最新

の出題傾向も踏まえた問題で、現時点での実力を測るとともに、本番での時間配分、マーク

ミス防止策、解けない問題が出た際のメンタルコントロールなど、合格に必要なすべての要

素を最終調整します。 
●​ 効果的な学習法:​
可能な限り、本試験と同じ日曜日の午後1時から3時に実施しましょう。会場受験の機会があ



れば、本番の雰囲気に慣れるためにも積極的に活用することをお勧めします。模擬試験は、

結果そのものよりも「復習」が命です。最後まで諦めずに、1点でも多く上積みするための最
高の教材として、徹底的に活用し尽くしましょう。 

第3部：合格後のキャリアと実務 
宅建士試験の合格はゴールではなく、不動産のプロフェッショナルとしてのキャリアのスタートです。

試験で得た知識を礎に、実務の世界でどのように活躍していくのか。この第3部では、合格後の多様
なキャリアパスと、プロとして成功するために不可欠な実務能力について解説します。 

1. 独立開業という選択肢 
宅建士資格の大きな魅力の一つが、自身の力でビジネスを切り拓く「独立開業」という道です。 

●​ 独立開業の魅力: 自分の裁量で事業方針を決め、努力次第で大きな収入を得られる可能性
があります。組織のルールに縛られず、定年もありません。お客様と直接向き合い、感謝の

言葉をいただけることは、何物にも代えがたいやりがいとなるでしょう。 
●​ 求められるスキル: 不動産の専門知識はもちろんのこと、事業計画の策定、資金繰り、人材
育成といった経営者としてのスキルが不可欠です。また、お客様や取引先との信頼関係を築

くコミュニケーション能力や、自ら仕事を見つけ出す営業力も成功の鍵を握ります。 
●​ 開業までの流れ: 開業には、まず都道府県知事への宅地建物取引士の登録と、宅地建物取
引士証の交付を受ける必要があります。その後、事務所を確保し、法務局への営業保証金

の供託（または保証協会への加入）を経て、都道府県から宅地建物取引業の免許を取得す

ることで、晴れて事業を開始できます。 
●​ 実務経験の重要性: 開業前に不動産会社などで実務経験を積むことは極めて重要です。実
際の取引の流れ、契約書作成のノウハウ、業界の慣習などを肌で学ぶことで、開業後のリス

クを大幅に減らすことができます。 

2. 組織内での活躍（勤務） 
資格を活かして組織の中でキャリアを築く道も、非常に一般的で安定した選択肢です。 

●​ 不動産業界で働く: 多くの合格者が、不動産仲介会社、デベロッパー、管理会社などに就職
します。先輩や上司の指導のもとで実務経験を積み、専門性を高めていくことができます。安

定した収入を得ながら、プロとして成長できる環境は大きなメリットです。 
●​ 関連業界・他業種で働く: 宅建士の知識は、金融機関における不動産担保評価（融資部門）
や、建設業界、一般企業の資産管理部門（CRE戦略）など、不動産業界以外でも高く評価さ
れます。他の専門家と協業しながら、より広い視野で不動産に関わることができます。 

●​ 組織で勤務するメリット: 安定した収入と福利厚生に加え、教育研修制度が充実している企
業も多く、着実にスキルアップが可能です。また、個人では扱うことが難しい大規模なプロ

ジェクトに関われるチャンスがあるのも、組織に所属する魅力の一つです。 

3. 先輩合格者の声 
様々な環境で学習し、合格を勝ち取った先輩たちの声は、あなたのキャリアを考える上で大きなヒン

トになるはずです。 



●​ ケース1：仕事と両立したAさん（30代・会社員） 
○​ 学習スタイル: 通勤中の電車内で講義動画を視聴し、昼休みや帰宅後の1〜2時間で
過去問を解く毎日。週末にまとまった時間を確保し、苦手分野の復習に充てました。 

○​ 合格の秘訣: 「インプットとアウトプットのサイクルをとにかく高速で回すこと。アガルー
トの講座は1講義が短いので、スキマ時間を最大限に活用できました。」 

○​ 後輩へのアドバイス: 「忙しいことを言い訳にせず、毎日少しでもテキストを開く習慣
が大切です。継続は力なり、です！」 

●​ ケース2：育児の合間に学習したBさん（40代・主婦） 
○​ 学習スタイル: 子供が学校や習い事に行っている平日の昼間が主な学習時間。家事
の合間にも、音声講義を聴き流すなど「ながら学習」を徹底。 

○​ 合格の秘訣: 「完璧を目指さず、まずは全範囲を1周することを目標にしました。模擬
試験で自分の弱点が明確になってから、そこを重点的に補強したのが良かったで

す。」 
○​ 後輩へのアドバイス: 「家族の協力は不可欠です。目標を共有し、応援してもらえる環
境を作ることも合格の秘訣だと思います。」 

●​ ケース3：就職活動を見据えて挑戦したCさん（20代・学生） 
○​ 学習スタイル: 大学の授業がない時間帯や、図書館が閉まるまで集中して学習。ア
ルバイトのシフトも調整し、学習時間を最優先しました。 

○​ 合格の秘訣: 「宅建業法を得点源にすると決め、徹底的にやり込みました。SNSで同
じ目標を持つ仲間と繋がり、励まし合えたのも心の支えになりました。」 

○​ 後輩へのアドバイス: 「学生のうちに国家資格を取ることは、大きな自信と武器になり
ます。将来への投資だと思って、頑張ってください！」 

4. 合格後に必須となる「実務能力」 
試験合格は、あくまでスタートラインです。実務の世界では、試験知識に加えて、顧客と向き合い、取

引を成功に導くための実践的な能力が求められます。 

●​ 試験知識と実務のギャップ: 試験は法律知識の正確さを問いますが、実務ではその知識を
土台に、お客様の要望をヒアリングし、複雑な権利関係を整理し、関係者と交渉しながら、一

つの契約をまとめ上げるプロセス全体を遂行する能力が必要です。 
●​ 実務で求められる能力: 

○​ コンサルティング能力: お客様の漠然とした不安や要望を明確にし、専門家として最
適な提案を行う力。 

○​ 書類作成能力: 登記簿謄本や公図などの資料を正確に読み解き、契約書や重要事
項説明書をミスなく作成する力。 

○​ 折衝・交渉スキル: 売主・買主、金融機関、司法書士など、多くの関係者の利害を調
整し、円滑に取引を進める力。 

●​ 実務能力を補うために:​
実務経験が2年未満の方が宅建士として登録するには、**「登録実務講習」**の受講が義務
付けられています。この講習では、物件調査の具体的な手法から契約書類の作成演習ま

で、実務の基本を体系的に学ぶことができ、知識と実践のギャップを埋める絶好の機会とな

ります。 



●​ ダブルライセンスでキャリアを拓く:​
宅建士資格を軸に、他の資格を組み合わせることで、専門性をさらに高め、活躍の場を広げ

ることができます。 
○​ マンション管理士／管理業務主任者: マンション管理の専門家として、不動産管理分
野でのキャリアを深めます。 

○​ ファイナンシャル・プランナー（FP）: 不動産を含む、お客様の総合的な資産設計をサ
ポートできます。 

○​ 行政書士: 農地転用の許可申請など、不動産取引に付随する許認可手続きも一貫し
て手掛けられます。 

○​ 不動産鑑定士: 不動産の価値を評価する最高峰の資格。不動産のプロとして絶対的
な信頼を得られます。 
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